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眈

苑

客
観
的
螂
湘賃
論
の
史
的
強
腰

第
+
八
巻

〔第
四
號

日
二
〇
)

入
二
六

客
観
的
勢
賃
論

の
史
的
登
展

(
二

・
完

)

森

耕

二

郎

第

二

リ
カ

ア
ド
の
労

賃
論

(
所
謂
弊

賃
鐵
則
説
)

臣

以

上
引
用
し

た

る
所

の
諸

々
の
勢
賃
論

の
蹄
着
す

る
所

は

、
そ

の
間

に

い
く
ら

か
の
差
異

が
あ

り
、
殊

に
何
故

に
然

る
や

の
理
由

に
至
り

て
は
、

之

を
概

冒
す

る

に
困

し
む
の
で
あ

る
が
、

要
す

る
所

、

一
般

的

に
之
を
蔽

へ

ば
、
夢
賃
は
勢
働
者

の
生
理
的

、
絶

射
的
若
く
は
最

低
必
要

生
活
資
料

(
生
活
費

)
に
締
す

る

ご
云

ふ
に

一
致

し

て

み
る
。

.

.然

る
に
勢
働

者
の
絶
蜀
的

に
必

要
な
る
生
活
費
を

以

て
勢
賃

を
決
定

せ

ん
こ
す

る
こ

ε
は
、
掛

倒

(力

∀
を

　
種

の
商
品

琶
し
て
観

じ
、
而

も
塒
種

の
商

品

こ
し

て
見

る
に
於

て
、
必
ず

し
も
容
易

に
是
認

せ
ら

る

べ
き
で
な

い
。

即

ち
勢
賃
は
妬
す

し
も
絶

鋤
的

に
必
要

な
.
・
生
活
費

に
依
り

て
決
定

せ
ら

る

・
に
あ
ら
す

し

て
、
そ

れ
が
決

定

に

ノ

ぱ

は
家
化
的
道
徳
的
要
素
の
關
興
す

る
も
の
で
は
な

い
か
、
ご
云
ふ
こ
ε
が
考

へ
ら
れ
る
。
次
に
勢
賃
決
定
の
法
則

を
説
明
す
る
に
當
り
て
砿
、
現
實
の
勢
賃
現
象
i

即
ち
弊
働
(
力
)
の
需
要
供
給
如
何
に
よ
b
常

に
動
揺
す
る
所

あ
一

種
言
す
れ
ば
勢
賃

の
動
態
ご
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
説
明
す

る
所
の
、
勢
賃
の
動
的
法
則
若
く
は
現
實
勢
賃

の
法
則
の
存
在
す
る
ご
、
も
に
、
こ
れ
が
撮

っ
て
立

つ
基
礎
を
爲
す
勢
賃

の
静
態
こ
も
云
ふ
.べ
き
も
の
を
説
明
す

■

」

'



る
所

の
、
勢
賃

の
基
本

的
法

則
着

し

(
は
、
静
的
法
則

の
存

在
す
る

こ
ご
を

認
む

る
に

あ
ら

ざ
れ
ば

、
翼

賛

な
る

勢
賃
現
象

の
説

明
を
得

る

こ
ご
が
出
來

諏
の
で
は
あ
る

ま

い
か
、
換

言
す

れ
.ば
労
働

(力

)
を

一
種

の
商
品

ご
看

做

し

、
.
一
般

商
品

に
於

け
る
ご
同
じ

く
、
跡
働

(
力
)
の
償

値

の
観

念

ε
其
慣
幣

の
観

念

(
リ

カ
ア
ド
に
於

て

は
勢
働

の
自
然

償
幣

ε
市
場
償
格

)

ご
を
別

々
に
考

慮
す

る
こ

ピ
が
、
勢
賃

現
象

を
説

明
す

る
に
就

て
何

よ
ら
必
要

の
こ

ご
で
は

な

い
か
、
而

し
て
以

⊥
述

べ
た

る
所

の
諸

々
の
勢
賃

論
は
概

ね
比
熱

に
關

し
て
明
確
な

る
理
解

が
な
く
、

主

ご
し
て
勢
働

(力

)
の
償
格

の
問

題

、
.即
ち
勢
賃

の
動

態

を
説
明
せ

ん
こ
す

る

の
み
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ご
並

ん
で

其

静
的
基

本
的

な

る
勢
賃

の
本
質
、
勢
働

(力

)
の
儂
値

に
就

て

の
問

題

が
存
在
す

べ
き

こ
ご
を
閑
却

し
て

ゐ
陀

の

で
は
な

い
か
、
ご
云
ふ

こ
ε
か
考

へ
ら
れ

る
。

こ
れ
ら

の

こ
ε
を
瞭

ら
か
に
し
て
、
勢
賃

現
象

を
経

済
學

の
研
究

の
蜀

象

窪
し
て
、
初

め
て
正
當
な

る
取
扱
を

爲
す

に

一
歩

を
進

め
る
に
至

っ
π

ご
認
む

べ
き
も

の
は

、
正

続
學
振

に
於
け

る
り

ヵ
ア
ド
の
勢
賃
論

で
あ

る
ご
思

.

ふ
Q彼

に
於

て
は
、
勢
賃

(勢

働

の
自
然
償
格

)
は
、
絶

鋤
的
必
要
生

活
費

に
依

り
て
決

定

せ
ら

る

、
も

の

に
あ
ら

す

し

て
、
其

國

、
其
時

代

に
於
け

る
慣
習

に
よ
り
必
要

こ
せ
ら

る

、
生
活
費

(食
物

、
必
要
品
及

び
便

利
品

の
代

償

)
に
依

り
て
決
定

せ
ら

る

、
も
の

で
あ

る

ご
し
て
、
勢
賃

の
決
定

を
生
理
的

に
確
定

す

る
こ
ε
よ
り
離

れ
て
み

る
の
み
な

ら
す

、

彼

は
、

一
般

商
品

に
於
け

る
ご
同
じ

く
、

勢
働

の

自
然

償
格

ご
市
場

贋
格

ご
を
截
然

匿
別
し

.

て
、
昏

々
共

支
配
す

る
法
則

を
瞭

ら

か
に
せ
ん

ε
し
た
。
且

つ
彼

が
『
卒
均
勢

賃
」
、
「
卒
均
勢
働

者
」
な

を
観

念

を

其

研
究

の
蜀
象

こ
な
し
、
勢
賃

現
象

を
個

々
的

具
艘

的

に
見

る

こ
ご
よ
り
遠

ざ

か

っ
て
、
.そ
れ
を
砒

會
的
抽
象

的

観

菊

客
観
的
野
賃
齢
の
史
的
鞍
展

第
†
八
巻

(第
四
槻

=
=
)

入
二
七

巨
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説

苑

客
観
的
労
賃
論

の
史
的
獲
展

第

十
八
巻

(第
四
號

一
二
二
》

八
二
入

普

遍

的

に

観

察

す

る

こ

ε

、
な

つ

π

こ

ε

ば

、

勢

賃

高

趣

の

研

究

に

一
歩

を

進

め

た

も

の

で

あ

る

ご

云

ふ

こ

ε

が

出

家

る

。

以

下

私

は
此

立

場

に

あ

り

て

勢

賃

問

題

を

取

扱

っ

た

所

の

、

リ

カ

ァ

ド

の

勢

賃

論

を

検

討

し

て

見

π

い

ご

思

ふ

の

で

あ

る

が

、

己

に

彼

れ

の

以

前

に

タ

ラ

ソ

ス

が

あ

っ

て

、

彼

れ

の

所

説

に

近

き

勢

賃

論

を

述

べ

て

み

る

　

こ

ご

は

注

目

に

蟷

ひ
す

る

で

あ

ら

う

。

註

註

『聾
働
々
正
し
く
観
察
す
ろ
方
法
11
、
之
た
市
場
に
於
σ
ろ

一
商
品

こ
し
て
観
察
ず

う
に
あ
ろ
。
從

っ
て
㌣
れ
ば
・
:
・市
場
便
絡

ξ
自
然
慣
絡

ζ
な

有
っ
て
み
ろ
・:
…

。

こ
の
自
然

慣
格
ーエ
、労
働
者
自
身
か
養
ひ
、
且

つ
市
場

に
勢
働
の
増
減
な
き
供
給
な
保

つ
丈
け
の
家
族
本
渡
ふ
た
め
に
、

英
国
の
氣

候
と
慣
習

ミ
が
之
彪
必
要
ε
す
み
生
活
必
要
品

及
び
愉
桑
畠
の
分
量

よ
り
戊

ろ
。
』

さ

て
リ

ヵ
ア
ド
の
勢
欝
論

を
見

ん
に
、
彼

に
於
て
は

戸

一
般
商
品

に
於
け

る
蓬
同
様

に
、
勢
働

は
其

自

然
償
格

ご

市
場

債
格

ご
を
有

っ
て
み

る
。

こ
れ
は

彼
以
前

の
勢

賃
論

に
於
て
明

に
見

る
を
得

な

い
所

で
あ

っ
て
、
彼
れ

の

塑

賃
諭

の
…

特
徴

を
成

し
て
み
る
。
先

づ
勢
働

の
自
然

償
幣

ε
は
如

何
な

る
も

の
な
り

ゃ

ご
云

ふ

に
、

『
勢

働

の
自
然

償
格

ε
は
、
勢
働
者
を

し
て
相

互

に
増

加
叉
は
減

少
す

る
こ
ざ
な
し

に
生
存
を

な

し
、
且

つ
共

種

族
を
永
鞭
す

る
を
得

せ
し
む

る
に
必

要
な

る
慣
諮

の

謂
で
あ

る
。

『
勢
働
渚
が
彼
自
身
及
家
族
一

勢
働
者

の
敷
を
維
持
す
る
に
必
要
で
あ
る
所
の
一

を
支

ふ
る
の
カ
は
、
彼

が
労
賃

ε
し
て
受
取
る
肪

の
貨
幣
の
分
量
如
何
に
よ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
貨
幣
で
購
買
す
る
こ
ご
が
出
癖

る
で
あ
ら
う
所
の
、
而
し
て
慣
習
上
被
に
必
要
不
可
敏
の
も
の
ご
な
れ
る
所

の
、
食
物
、
必
要
品
及
便
利
品
め
分

量
如
何
に
依
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
勢
働

の
自
然
僧
絡
は
、
勢
働
者
及
彼

れ
の
家
族
を
支

ふ
る
短
め
に
要
求
さ

.

ド

'

1)Torrens,AnEssayontheExternal,Corn.Trade,.1815,p.62.

㌔

『



國

.

る

》
食
…物
・
必
要
品
及
び
便
利
島
の
債
格
如
何
に
依
る
。
食
物
及
ぴ
必
裏
甜
の
債
格
の
騰
貴

に
伴
う
て
}
勢
働
の

P

自
餐

格
騰

貴
す
る
で
め
ら
乞
.
真
横
格
の
下
警

守

て
・
勢
働
の
自
欝

格
は
下
落
す
る
で
あ
ら
福

」

記

　

彼
・
・
謂
・
寡

働
・
蕎

簿

、「供
給
・
需
嚢

・
藷

・
・
然
的
作
用
・
依
・
て
.
そ

徹

れ
に
謝
し
て
事
實
上
支
梯
は
る
＼
所

の
横
格

で
あ
る
。
勢
働
は
勢
働

の
稀
少
な
る
時
に
高
く
、
豊
富
な
る
時
に
安

β
.

・
.
如
何
・
聾

し
毒

働
・
甫
嶺

凛

苔

欝

格
・
・
聾

・
と

も
、
・
は
他
費

渤
・
墾

之
・
.
脚

ユ

一
致

せ

ん

こ

す

る

の

傾

向

を

も

っ

て

み

る

,
」

r
.

「
.

肱

か
毒

働
・
・
奮

猿

、
常
・
市
嶺

肇

語

三

致
せ
ん
早

る
所
・
、
蒙

的
轟

で
み
・
が
、
・、

綱

の
儂
格
の
構
成
に
與
か
る
所

の
も
の
は
、
右
に
引
用
し
た
も
文
句
が
示
す
如
く
、
生
理
的
絶
射
的
に
必
要
な
る
生

,
㎝

題

還

あ
・
す
・
て
、
『碁

蘇

暴

C
蓉

春

寒

剃
募

、
翁

必
器

濫

び
便
利
品
」

の
償
格

で

あ
っ

て
、
確

定
的

の
も

の
に
あ

ら
す

し

て
.
時
虚

に
慮

じ

て
愛

動
ず

る

こ
ご
を
得

る
も
の

甑

…

.
・
の
こ
姦

彼
れ
・
餐

論
纂

こ
に
於
て
述

・
・
る
餐

曹

雰

刑
す
る
最
も
憲

る
特
徴
・

㎜

　　　　難

灘
へ購
麟
　　　雛
　　器

つ
た
な

ら
ば
、

か

＼
る
勢
賃

を
目

し

て
自
然
摩
以

下
の

も

の
ε
な
し
、

一
家
族
を
養

ふ

に
足
ら

楓
も
の
ε
看
做
す

ハ

助

説

苑

客
観
的
勢
賃
論
の
史
的
襲
展

第
十
入
谷

(第
四
號

「
二
三
)

八
二
九



'

説

苑

罧
観
的
勢
貸
弧岬
の
典
的
…捜
展
.

粥
十
八
巻

一第
四
號

鵬
二
四
)

八
三
〇

で
め
ら

う
。

し

か
し

こ
の
僅

少
な

自
然

的
欲
求

も
、
「
人

間

の
生
命

が
低
廉

で
」
、
人
間

の
欲
望

が
容
易

に
満

た

さ
.

れ
得

る
國

に
於

て
は
、
充

分
で
あ

る
ε
着
眼

さ
れ
る

こ
ご
が
屡

々
あ
る
。

現
今
英
国

の
田
舎
家

に
於

て
享
樂

さ

れ

て
る
る
多
あ

便
利
品
も
、
我
々
の
歴
史
の
初
期
に
於
て
は
贅
澤
品
恵

は
れ
た
こ
ε
で
あ
ら
㌔

蜀(

ラ嘩

リ
カ
ァ

ド

の
野

賃

論

寄
悲

観
的

野

貸
論

ピ
見

る
こ

ε
に

彼

れ

の
趣
意

ん
解
説

ぜ

う
も

の
で

あ

ろ
こ
し

て

、
マ
ア

シ
ヤ

ル
は

泥

の
如

く

言

っ
て
み

ろ
。

『彼

(
リ
カ
ア
ド
)
』
が
、「
食
物
・
必
需
品

に
評
警

ら

ぞ

所
の
勢
働

の
自
然
償
絡
に
・
絶
対
的
に
確
定
不
動
な

る
も

町
ご
思

っ
て
に
な
ら
な

い
・

…

:
・そ
れ
ば
主

・
し
て
其
圃
民
の
風
俗
慣
習

に
依
存
し
て
ゐ
ゐ
、」
ピ
明
ら
か
に
云

っ
て
ゐ
み
こ
ご
は
纂
に
事
實

で
あ

み
。
し
か
じ
乍
ら

蔑

か
く

云

っ
た
後

、彼
に
右

の
詞
な
繰
咲
返

へ
す

こ
ご
潜
爲

さ
な
か
っ
た

の
で
、
彼
を
謹

ん
だ
大

部
分
の
る

q
11
.
彼
れ

の
か
く
云

っ
た

こ
こ
な
忘
れ
て
み

ろ
。
彼
は
勢
甘
請

蝕
行

っ
て
居

。
う
ち
に
、
履

享

ユ
ル
ゴ
し

重
襲
撃
琴

・相
似

π
ろ
諦
し
方
な
探

っ
た
・
そ
し
て
彼

に
、
勢
賃
が
最
低
生
活
必

需
品
鳥
越

へ
ろ
や
否
や
直
ぐ
瀞
加
す

ろ
所

の
入
口

の
傾
向
に
.
鱒
貸
な
し
て
ユ

の
自
然
法
則
」
に
依
り
最
低

必
需
品
迄
下
げ
し
め
る
、
ご
云

っ
た
か

う
　

ノ

コ

の
や
う
に
見

へ
う
り
で
あ
ろ
。
』

反
.ゴ
ナ

ア
は
自
分
の
編
纂

に
か
㌧
ろ
所

の
リ
カ
ア
ド
の
『
経
済
學
及

び
租
税
の
原
理
』
に
於
て
、
右

に
引
用

ぜ
ろ
草
旬

に
註
し
て
云
ふ
。

『
、
あ

章
句

や
他

の
走
れ

に
似

ね
る
章
句
匡
、

リ
カ
ア
ド
の
勢

賃
論
々
勢
賃
鐵

則
ピ
名
付
け
て
、
そ
れ
な
嫌
忌
心
以
て
語

ろ
人
・
に
エ
リ
、
常
に

の

叉
ば
殆
ん
ご
常
に
忘
却
さ
れ
て
る
る
。
然
る
に
そ
れ
が
最
も
重
要
な
の
だ
。』

、

か
く
勢
働

の
自
然
暦
格

の
決
定

に
慣

習
的

に

聴
慮

に
慮

じ

て
動

的
な

る
生

活
必
要
品

を
與

か
ら

し
む

る
こ

`

は
、
晩
年

に
於
け

る

マ
ル
ク

ス
に
依
り

て

一
段

ξ
高
調

せ
ら

れ
、
共
著
「
資

本
論
』
、
及

び
『
欄
値

、
贋
格
及
利
潤
』

に
於

て
、
明
ら

か
に
仔
細

に
述

べ
ら
れ
て

み

る
。

而
し

て
勢
賃
を

か
く
決

定
す

る
こ
ご
は
、
勢

働
力

の
償
値

(
こ

、
で
は
労
働

の
自
然
慣
故
巴

な

る
概
念

が
、
自
然

科
學

的
範

.聴
な
ら
す
、

一
の
文
化
科
學

(歴

更
科
學
、
砒
倉

掛

畢

)
葡
範

疇
な

る
若
松

て
、
正

に
當
然

の
こ
ε

、
云
は

ね
ば
な
ら

撮
。

唱

.り

2,
3)
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次
に
勢
働
に
射
す

る
需
要
〔資
本
)供
給
(勢
働
人
口
〉如
何
に
依
り
常

に
動
的
な
る
所

の
▼
勢
働

の
市
場
償
格
は

如
何
に
し
て
其
自
然
償
格
に

一
致
す
る
か
、
而
し
て
耐
會
の
進
化
に
伴
う
て
勢
働
の
市
場
償
格
は
其
自
然
償
格
に

針
し
て
如
何
な
る
關
係
の
下

に
置
か
る
、
か
、

ε
云
ふ
こ
ご
に
つ
き
少
し
く
彼
れ
の
説
く
所
を
見
る
で
あ
ら
う
。

『
掛
倒
の
市
場
償
格
が
共

の
自
然
僧
格
を
超

へ
た
る
場
合
に
は
、

勢
働
者
の
境
遇

は
佳
良
に
し
て
幸
幅
な
る

も

の
こ
な
り
、
彼
は
比
較
的
多
量

の
生
活
必
需
品
及
享
楽
を
支
配
し
、
從

っ
て
健
康
な
る
多
数

の
家
族
を
養
育
す
る

こ
ε
が
出
張
得

る
や
う
に
な

る
。
し
か
し
乍
ら
高
き
勢
賃
が
人
口
の
増
殖
に
及
ぱ
す
奨
脇
に
依

っ
て
、
勢
働
者
の

.

藪

が
増
加
す

る
時
に
は
、
勢
賃
は
そ
の
自
然
償
楕
迄
再
び
下
落
し
、
時

ε
し
て
は
反
動
の
結
果
こ
の
水
準
.以
下
に

下
落
す
る
こ

ご
さ

へ
め
る
。

『
勢
働
の
市
場
償
格

が

其
自
然
横
路
以
下
に
低
落

伺
る
場
合
に
は
、
勢
働
者

の
境
遇
は
窮
乏
の
極

に
達
す
る
、

帥

ち
慣
習
上
紹
動
的
不
可
鉄

ε
な

っ
て
み
る
慰
樂
物
で
さ

へ
彼
等

の
手
か
ら
奪
ひ
去
ら
れ
て
終

ふ
。
而
し
て
か

、

ヘ

マ

る
缺
乏
の
結
果
労
働
者
の
人
口
が
蔵
少
す
る
に
至
る
か
、
掛
倒
に
封
ず

る
需
要
が
よ
り
増
加
し
セ

る

後

に

初

め

て
、
勢
働
の
市
場
償
格
は
其
自
然
償
格
迄
昇
り
、
か
く
て
勢
働
者
は
勢
賃
の
自
然
牽
が
與

ふ
る
所
の
相
當
な
る
享

樂
物
を
享
受
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。」
.

あ

や

へ

も

や

ヤ

へ

も

ロ

し

・
か
く
の
如
一
勢
賃
は
其
自
然
牽
に

「
致
せ
ん
`
す

る
傾
向
を
有
す

る
に
狗
は
ら
す
、
向
上
獲
畏

し
つ

、
あ
る
肚

や

お

へ

あ

も

モ

.

會

に
あ
り
て
は
、
掛
倒
の
市
場
償
格
は
、
残

る
不
定
の
期
間
内
、
断

へ
す
其
自
然
牽
よ
り
も
上
に
あ
b
得

る
。
蓋

.

し
か

、
る
場
合

に
は
勢
働
の
需
要
(資
本
)
の
増
加
が
、
其
供
給
(勢
働
人
口
)
の
増
加
よ
b

一
層
人
な
る
か
ら
で
あ

や

ひ

へ

も

り

へ

の

も

る
。
.し

か
し
乍
ら

か

、
る
勢
働
者

に
.好

都
合
な

る
事

情

は
長

く
永
続
す

る
も

の
で
は
な

い
。
趾

會

の
自
然

的
獲

達

.

説

苑

客
観
的
野
貸
論
の
史
的
獲
展

第
†
八
巻

(第
四
號

」
二
五
)

入
【　=

1)Ricareo,ibid.p.71-2.



、

説

苑
・

客
観
的
努

貰
諭
の
史
的
鰻
展

第
+
入
谷

(第
四
號

一
二
六
・

入
三
二

罫

郵

期

に
達

す
る
ε
・
勢
働
の
需
要
は
其
供
給
よ
り
超
過
し
、
鼻
筋

の
市
場
償
幣
は
下
降
す
る
に
至
る
。
何

故
な
れ
ば
勢
働
者

の
供
給
は
同
じ
程
度
で
増
進
し
て
行
く
が
δ
勢
働
者

に
封
で
る
需
要
即
ち
資
本
の
増
加
は
、
勢

働
生
産
力
漸
減

の
結
果

-

資
本
蓄
積
増
加
-
勢
賃
騰
貴
一
人
目
増
加
i
穀
償
騰
貴
1
劣
等
地
耕
作
-
勢
働
生
産

力
減
退
-

漸
次
鈍

る
に
至
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

右
述

べ
た

る
所

に
よ
り

瞭
ら

か
な

る
が
如

く
、

リ

カ
ア
ド
は

、
郷
賃

の
自
然

償
格

の
市
場
償
格

よ
b
離
}れ
、
而

し

て
遂

に
そ
れ

に

一
鼓
す

る
機
構

を

、
人
口
は
食
物

が
許
す

限
度
迄
増

加
せ
ん
ざ
す

る
傾
向

が
あ

る
ε
の
、

マ
ル

サ
ス
合

原
則
の
上
漉

い
て
み
る
・
嘉

わ
か
る
.
從

っ
て
比
熱

に
學

・
彼
の
主
張
の
是
非
は
、

・
写

ス

の
人
口
原
則
そ
の
も
の
、
當
否
の
外

に
、
食
物
蔭
増
減

に
比
例
的
に
動
く
所

の
人
口
の
増
減
は
、
果
し
て
勢
賃
の

市
場
債
格
自

然
横
笛

の
動
揺

一
致
に
、

彼

の
信
ず
る
が
如
一
、

影
響
を
與
ふ

る
や
否
や
琶
云
ふ
、
ご
に
懸

る
。

マ
ル
ク
ス
は
労
働
力
の
傭
値

の
責
場
、
即
ち
現
實
勢
賃

の
動
揺
の
問
題
を
論
ず
る
に
當
b
、
r
リ
ヵ
ア
下
の
如

く
、
か
く
絶
対
的
人
口
の
増
減

に
よ
り
、
勢
賃

の
上
下
を
説
明
せ
ん
ご
す
る
を
排
し
、
相
劃
的
人
日
、
即
ち
産
業

豫
備
軍
の
増
減

に
よ
り
、
如
何
に
労
働
力
の
贋
格
が
其
慣
値

よ
り
離
れ
る
か
を
説
明
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

以
上
私
は
リ
ヵ
ア
ド
の
勢
賃
論
を
火
膨
述

べ
終

へ
た
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
所
、
彼
の
夢
賃
論
は
、
同
じ
一
勢

賃

を
客
観
的
に
生
産
費

に
俵

っ
て
決
定
せ
ん
ε
す
る
に
拘
は
ら
ず
、
初
期

の
客
観
的
労
賃
説
即
ち
絶
劉
的
必
要
費

説
よ
り
遙
か
に
遽
ざ
か
っ
て
み
る
こ
ε
を
知
る
の
で
あ
る
。
而
七
て
リ
カ
ア
ド
の
勢
賃
論
は
維
射
的
必
要
費
説
よ

め

い
く
ら
か
楽

観
的
な
る
も
の
で
め
る
こ
ご
は
云
ふ
迄

も
な

い
。

糧)

.
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然

る

に
こ
の
リ

カ
ア
ド

の
夢
賃

は
、其

後

ラ
ッ
す

ル
に
依
り
、
勢
賃
鐵

則

q
)p
ω
野
叟
・①
(鼻
o
冒
ヨ
「ω。オ
)
○
¢
。。卑
↓

の
名

の
下
に
、
勢
働
者

の
悲
滲
な

る
境

遇
を
暗
示
す

る
も

の
ε
し

て
、
最

も
悲

観
的
な

る
労
賃

論

ε
解

せ
ら
れ

、

勢

働
者
解
放

運
動

に
利
用

せ
ら

る

、

に

至

っ
た

こ
云

ふ

こ
ε
は
、

察

に
奇

し

き
運
命

で
め
る

ご
云
は

ね
ば
な

ら

ぬ
。

私
は
左

に
ラ
ツ
ナ
ル
の
所

謂
勢
賃
鐵

則

に
就

て

若
干

の
考
察

を
試

み
て
見
や
〉
。

彼
は

一
八
六

三
年

に
公
表

し
た

る
か

の

『
公
開
答

歌
」

に
於

て
、
勢
賃
鐵
則

に
就

て
次

の
如

く
述

べ
て
み
る
。

へ

あ

「
現
今

の
.諸
關
係

の
下
、
即
ち
勢
働

に
封
ず
る
需
要
供
給
の
支
配
の
下
に
あ
り
て
.
勢
賃
を
決
定
す

る
所
の
、

つ

や

サ

カ

ヤ

も

リ

ャ

リ

へ

も

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヤ

へ
　

も

も

ド

ロ

つ

カ

響
沸
鐙
貯
ε
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
1

李
均
的
勢
賃
は
常
に

一
国
域
の
間
に
あ
り
て
生
存
の
持
繧
及
び
繁

卿
杯

慨
懸

必
掌

か
を
所
終

e
ぺ
鶴

郭

堂
縮

穆

蹄
掌

ガ
。
比
熱
を
中
心
乞

て
實
際
の
日
勢

賃

は
常

に
振
子
連
動
琶
駕
し
つ
＼
そ
れ
に
蹄
着
せ
ん
ε
し
、
決
し
て
久
し
く
此
黙
以
⊥
又
は
以
下
に
留
ま
る
こ
ε

は
な
い
。
勢
賃
は
永

く
此
孕
均
を
超

へ
る
こ
ε
が
出
家
な
い
。
蓋
し
若
し
然
ら
ざ
れ
ば
勢
働
者
の
境
遇
は
容
易
且

カ

リ

や

つ
可
頁

ε
な
り
、
勢
働
者

の
結
婚
從

っ
て
蓄
殖
の
増
加
を
促
が
し
.
か
く
て
勢
働
人
旧
の
増
加
即
ち
勢
働
者
の
供

.

給
の
.増
加
ε
な
b
、
結
局
労
賃
を

し
て
再
び
以
前

の
所
に
戻
す

に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

『
火
勢
賃
は
長
く
此
生
活
維
持
の
下
に
甚

だ

し
く
低
落
す

る
こ
ご
は
出
来
な

い
。
何
故
な
れ
ば

か
く
の
如
き
に
.

し

へ

も

ミ

マ

モ

も

へ

も

モ

へ

も

於

て
は

、
移

住
、
濁

身
、
産
見

制
限
な
ご

が
惹
起

さ

れ
、
更

に
最

後

に
窮
乏

に
よ

ゐ
野
飼

人
口

の
減
少

を
見

る
に

至

り
、
爲

め
に
螢
働

者
の
供
給
は
減

少

し
、
労
賃

は

再
び
以
前

の
状
態

に
押
し
戻

さ
る

、
に
至

る
か
ら

で
あ

る
9

『
政
に
實
際

の
李

均
勢
賃
は
断

へ
す

労
賃

が
蹄
着

す

る
厨

の
重
黙

を
中
.心
に
旋
廻
す

る
。
即
ち
成

る
時
は
此

黙

よ
b
上

に

(
凡

て
の
天
は
個

々
の
勢

働
部
門

に
於

け

る
好

況
時
期

)
、
或
時

は
此

黙
よ
り
下

に
(多

か
れ
少

か
れ

一

説

苑

客
観
的
勢
貸
論
の
史
的
嚢
展
.

第
十
八
巻
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四
號

一
二
七
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八
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醗

苑

客
観
的
労
賃
論
の
史
的
毅
展

第
+
入
梅

(第
h
號

一
二
入
)

入
三
四

般
的
な

る
逼
迫

、
恐

慌

の
時
期

)
動
揺

す

る
の
で
あ

る
。

ら

へ

も

ヒ

み

り

も

セ

あ

や

も

も

う

ロ

ヘ

ヵ

し

も

へ

も

も

も

も

も

も

カ

た

ヵ

つ

セ

ヤ

「
牛
均
勢
賃

は

一
國
民
に
於
て
習
慣
上
生
存

の
維
持
及
蓄
殖
に
必
要

ご
せ
ら
る
、
生
活
必
需
品
に
限
定
せ
ら

る

、
、
ε
云

ふ
こ
ε
1

こ
れ
が
、
更

に
再

書
す
れ
ば

、
現

今

の
事
情

の
下
に
於

て
勢
賃
を
支

配
す

る
所

の
、
惨
酷

な

る
鐵

則
な
の
で
あ

る
。
」

右

に
引
用

し
た

る
章
句

の
示
す

が
如

く
、
ラ

ツ
ヅ

ル
の
斯

謂
労
賃

鐵

則
は

、
卒

均
的
勢
賃

(
勢
働

の
自
然
債
格

)
、

.

實
際

的
野
賃

(勢
働

の
市
場
償

格

)

の
存
在

を
認

め
、
且

つ
マ
ル
サ

ス
人

口
原
則
の
上

に
立

っ
て
る

る
の
で
あ

っ

う

て
、
そ
れ

は
彼

が
已

に
定
説

ご
な

っ
て
居

る
ご
信
じ

て
み
な
所

の
リ

カ
ナ

ド
の
勢
賃

諭

に
外

な
ら

な

い
。
駐

臨

つ
「

て
叉
彼
は

、
勢
賃

の
決
定

に
、

絶
動
的
生
活

必
要
費
説

ご
異

な
り
、
慣

習
的

に
必
要

な

る
生
活
資

料
を
顧
慮
す

る

こ

ε
を

忘

れ
て
み
な

い
。

比
熱

に
關

し
猶

ほ
左

の
如

き
彼

れ

の
言
葉

が
見
出

さ
れ
る
。

や

あ

も

へ

ろ

ト

う

ヤ

『
併
し
乍
ら

こ

の
外
部
的
限
界

(昏

々
の
時
代
の
欲
求
に
從

っ
て
必
要
生
活
費
に
厩
す

る
も
の

、
限
界
)
そ
れ

カ

ヤ

へ

自
身
は
、
異
な
れ
る
腓
代
く

に
於
で
其
場
合
の
出
来
事

に
慮
じ
て
攣
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
若
し
入

が
異
な
れ
る
.時
代
を
相
互
に
比
較
し
て
見

る
ε
、
最
近
世
紀
叉
は
時
代
に
於
け
る
勢
働
者
階
級
の
状
態
は
、
1

現
在
慣
習
的
な
る
必
要
生
活
費
の
最
低
額
が
若
干
昇

っ
陀
ξ
云
ふ
限
り
に
於
て
一

そ
れ
以
前
の
世
紀
叉
は
時
代

の

の

勢

働

者

階

級

の
歌

態

ご

比

較

し

て
若

干

改

善

せ

ら

れ

て

る

る

ε

曇

ふ

亮

ご

を

知

る

で

あ

ら

う

。
』

註
ラ
ソ
サ
ル
の
所
訓
勢
賃
銀
則
誠
は
、
リ
刀
ア
ド
の
勢
貸
論
な
借
り
來

つ
六
も
の
で
あ

る
か
ら

、
二
齎
其

内
窓
構
成
の
酷

に
於
て
殆
ん
ご
同

「
で

あ
る
が
、
両
者
の
立
場
が
全
然
異
な
っ
て
み
る
結
果
・
そ
れ
に
附
ぜ
ら
れ
た
ろ
意
義

に
於

て
、
二
者

の
間
に
根
本
的
な

る
差
異
が
横
11

つ
て
る
ろ
。

.

即
ち
リ
カ
ア
ド
に
於
て
11
資
本
主
義
組
織

私
有
財
産
制
度
に
肚
會
的
生
活
の
自
然
的
状
態
で
あ

ろ
ミ
す
る
結
果
、
労
賃
が
慣
習
的

に
必
要
な

ろ
生

活

質
に
蹴
著
す
ろ
ご
一審
ふ
こ
建
ぱ
、
永
逝
恒
久
な

ろ
べ
爵
・現
今
の
批
會
制
度

に
必
然
的
に
随
伴
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
温
く
べ
か
ら
ざ
る

「
の
自

1)Las5a1】c,F.,Gesalllme1し じRedeロandSchriften
,旦g亘y,Bd.

2)Lassalle ,F.,註,a,0りS.62,

III,S.58一 ・g.
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然
法
則
ミ
看
做
さ
れ
て
る
た
。
然
ろ
に
ラ
ツ
サ
ル
に
か
く
の
如
善
箏
賢
な
、
郷
濟
生
活
の
或
ろ
「
定
の
歴
史
的
嶺
達
段
階
に
於
て
の
み
生
起
す
ろ
所

の
一
の
歴
里
的
事
實
で
あ
ろ
こ
し
た
(こ
れ
ば
近
世
計
會
主
義
者
の
通
有
に
支
持
ず
ろ
態
度
で
あ
る
o)
か
く
て
ラ
ツ
サ
ル
は
か
㌧
る
労
賃
現
象
々
、

而
し
て
鼻
働
者
の
困
窮
、
若
く
は
從
繍
的
關
係
な
、
労
働
者
に
よ
り
て
の
壷
業
組
合
の
設
立
に
よ
り
て
除
去
し
得
ろ
ε
信
じ
た
の
で
あ
ろ
。

り

ヵ
ア
ド
、

ラ

ッ
ヴ

〃
の
所

謂
勢
賃
鐡

則
は
、
勢
賃

は
、
勢
働

の
生
産
力
若

く
は
其
敷
用

の
増
減

に
依
擦
す

る
こ

ε
な

く
し

て
、
客
観

的
な

る
生

産
費

の
如
何

に
よ
り
決

定

せ
ら

る

、
も

の
で
め
る

ご
云

ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
假
令

こ
の
勢
賞
讃

が
勢
賃

の
決

定
要
求

に
慣

習

的

に
必

要
な

る
生
活

資
料

を
認

め
て
み
る

ご
は
云

へ
、
そ
れ
は
勢

働
者

階
級

の
他

の
階

級

に
封
ず

る
全
肚

曾
所
得

分
配
關

係

よ
り
見

れ
ば

、
窪

に
悲
観

的
な
る
勢
賃

諭

で
あ

る
ご
云

ふ
こ

ピ
が
出
家

る
で
め
ら
う
。
而

し
て

ラ

ソ
サ

ル
は

か

、
る
意
義

に
於

て
、
現
今

の
支

配
關
係

の
下

に
於

け

る
郷
賃

の

状
態

を
述

べ
、
労

働
者
階
級

の
か

、
る
歌

態
よ

り
解
放

せ
ら

る

ぺ
.き

こ
ご
を
説

い
た
の

で
あ

る
。
謝

然

る
に

り
ヵ

(

ア
ド
、

ラ
ツ
サ

ル
の
労
賃

論
の
勢
賃
鍼

則
た

る
所

以
は

、

か

、
る
意

義

に
於

て
ゴ
は
な

く
、

そ
が
絶

対
的
生

活
必

要
費
説

で
あ

る
が

爲
で
め

る
ε
解

せ
ら

れ
て
居

る
こ
ご

が
往

々
あ

る
。
例

へ
ば

ヂ

イ
ド
は
螢
賃
鐡

則
説
を
解

し
て
、

そ
れ

は
、
『
勢
賃

は

、
必
ら
す
勢
働

者
自
身

己
其
家

族

ざ

の
生

計

に
厳
密

に
必
要

な

る
最

低
限
度

迄
低
落
す

べ
き
も

の
で

あ
る
、
更

に

一
般

的

に
之
を
云

へ
ば
勢
働
者

の
人

口
が
衣
食

を
支

へ
子

女
を
獲
す

に
足

る
最
低
限
度
迄
引

き

下
げ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ
る
。
」
ε
、
云

ふ
の
で
あ

る
こ

し
て
み

る
。
其
他
鐵

則
の
名

に
眩
惑

せ
ち
れ

て
無
意
識

の

う
ち

に
、
勢
賃

鐵
則
を

か

、
る
意

義

に
解

せ
る
も

の
が

勘

か
ら
す

あ

る
。

し

か
し
乍
ら

勢
賃
鐵

則
説

の
名

の
下

に
、

敢
て
凡

ゆ
る
勢
賃

の
生

産
費
説

、
若

く
は
悲
観

的
勢
賃

説
を
包
含

せ
.し
め
ん

ε
す

る
な
ら
ば
兎

も
角

、
所

謂
勢
賃

鐵
則

説
を

か
、
る
意
義

に
解
す

る
こ
ご
の
不
當

な

る
は

云

ふ
迄
も
な

い
で
あ
ら
う
。

醗

苑

客
観
的
勢
賞
論
の
史
的
獲
展

第
十
八
巻

(第
四
號

「「
二
九
)

八
三
五

1)Gide,C.,Principesd'EconomiePolitique.1920P-559.
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'

説

苑

客
観
的
勢
買
論
の
輿
的
獲
展

層

第
十
八
巻

(第

四
號

=
二
〇
)

八
三
六

.

ゐ

ヘ

ロ

ち

ら

し

へ

も

し

や

し

し

諦
『若

し
諸
君
が
労
働
者
の
状
態

に
就
て
語
り
、彼
等
の
厭
態

の
改
善

さ
れ

て
行

く
こ
さ
な
云
ふ
時

に
は

、
諸
君
に
彼
等
の
状
態

ぐ」
現
在

の
同
胞
市

あ

ら

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

セ

ヤ

ヘ

モ

カ

へ

も

コ

民
の
駅
聾

尋

比
較
す
る
-
即
ち
同
時
代
の
生
活
慣
贅

の
標
準
芝
比
較
し
て
み
る
の
で
あ

る
。
』

ヒ

し

も

カ

へ

も

も

り

セ

も

し

し

し

ロ

セ

セ

『
故

に
人
間
の
凡
一9

ろ
困
苦
窮
乏
に
、
欲
望
潮
足
手
段
の
、
其
時
代

に
概

に
存
在
し
て
み
ろ
欲
望

ご
生
活
慣
習

ご
に
封
守
る
關
係

に
の
み
懸
る
。
丸

し

あ

も

レ

カ

あ

あ

し

た

し

へ

も

セ

も

も

お

ら

り

あ

し

も

も

セ

セ

セ

や

ゆ

ゐ
人
間
の
好
迫
欠
乏
、
凡
ゆ
う
人
間

の
欲
望
、
而
し
て
凡
ゆ
う
人
間
の
状
態
に
、
そ
れ
故
ド
「
同
時
代

の
他

の
人
間
が
慣
習
的

な
る

生
活

欲

望
、

も

つ

も

ヘ

ヒ

も

コ

ヘ

セ

あ

も

も

も

も

も

た

ら

し

セ

セ

も

に
聞
し
て
如
何
な

る
状
態

に
め
る
か
「
ξ
の
比

軟
に
依

っ
て
の
み
測
ら
れ
得

る
の
だ
。
要
す
る
に

「
階
級

の
状
態

如
何
に
、
常

に
同
時
代

の
他

の
階

セ

し

し

し

も

モ

も

ち

セ

も

の

緻

の
状
態

に
封

マ
ろ
關
係
ド
よ
っ
て
の
み
云
爲
さ
れ
得

る
の
で
あ
る
.
』

ラ

　

.

か
の

マ
ル
ク
為
が
勢
賃
銭
則
説
の
支
持
者
で
あ

っ
た
か
否

か
に
聞
し
て
の
論
争
僅

の
如
き
も
、
先
づ
労
賃
鐵
朗

読
の
意
義
如
何
を
決
定
す
る
こ
蓬
が
先
決
問
題
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
勢
働
力

の
償
値
決
定
の
〆要
素
ε
し
て
、
歴

夏
的
道
徳
.的
に
必
要
な
る
生
措
食
料
、
更

に
は
敏
育
費
を
も
認
め
て
居

る
の
で
あ

っ
て
、
彼
れ
の
勢
.賃
説
は
、
決

レ
て
最
低
必
要
生
活
費
説
ε
趣
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
は
、
其
勢
働
力

の
櫃
岨
の
實
現
の
場
合
に

は
、
現
員
勢
賃
は
、
資
本
蓄
積
の
進
行
に
基
づ
く
資
本

の
有
期
的
構
成
の
璽
化

に
よ
り
生
す
、る
所

の
、、産
業
豫
備
軍

の
増
加
に
よ
り
、
漸
次
其
償
値
以
下
に
陥
入
ら
ん
ざ
す

る
傾
向
の
存
す
る
も
の
な

る
こ
達
を
云
ひ
、
現
今

の
生
産

方
法
の
下

に
於
け
る
悲
惨
な
る
榮
働
階
級

の
運
命
を
識

い
て
る
る
の
で
め
る
か
ら
、
勢
賃
鐵
則
説
を
以
て
凡
ゆ
る

悲
観
的
な

る
勢
賃

論
を
意
味
せ
し
む
る
な
ら
ば
、

マ
ル
.ク
ス
の
勢
賃
論
は
或
る
意
味

に
於
て
最
も
酷
薄
な
る
勢
賃

の
鐵
則
ピ
い
ふ
こ
オ
が
田
奈
や
う
。

し
か
し
乍
ら
夢
賃

の
鐵
則
を
か
く
廣
義
に
解
す

る
こ
ご
の
不
隠
當
な
る
こ
ご

は
云
ふ
迄
も
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
労
賃
論

ξ
勢
賃
鍼
則

`
の
問

に
、
其
内
容
構
成

の
諸
黙
に
於

て
、
格
段

の
相
違

の
あ
る
こ
ご
は
、
彼
れ
の
勢
賃
鐵
則
に
劃
す

る
直
接
の
反
駁
を
侯
た
す
`
も
、
彼

の
晩
年
の
著
書
殊

に
「
資
本
論
』

　

う

に
於
て
彼

れ
の
説
.く
所

に
よ
b
容
易

に
面
取
す

る
こ
ε
が
出
張
る
の
で
あ

る
。
儲
ヒ
一

1)Lassalle,E,OffenesAntwort-schreiben,GeeammeltcRedenandSchi.iften,

19【9..Bd.III,S.64・

,a,a.Q.,S.65-6.2,Lass目11e、F.
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ラヨ

註

一
例

へ
ば

ヴ

オ

ル
フ

ぐ」
ノ

ン
バ
ル
㍗

こ

の
論
争

N註

=
ゴ

す

タ
綱

領
.
〔
一
八

七
五
年

玉

且
、
ラ

ツ
サ

ル
の

一
派

こ

ア
イ

ピ
ナ

ハ
涯

(
ぺ
ー

ベ
ル
、
リ
ー
プ

グ
ネ

ヒ
ト
)
ε
が
妥
協

し
て

可
決

し

た
所

の
所

(
謂
妥
協
綱
領
)
の
申
の
次
の
章
句
、1

『
こ
の
根
本
的
綱
領
エ
り
出
張
L
て
、
濁
逸
肚
會
主
義
勢
働
窯
に
、
凡
一9
る
合
法
的
な
ゐ
手
段
な
以
て
、自
由

國
塞

香

嚢

的
肚
會
羅

得
・舞
融

駄

煙

い
願

歌

盆

締

融

硲

毒

・
形
に
於
け
・
搾
取
屡

止
・
及
び
凡
ゆ
舟

禽

政

漕
的
不
奪

の
籍

ド
努
砺
・』
i

爵

し
て
;

㌻

盗

塁

五
月
吾

プ
・
ソ
ケ
に
宛
て
た
舟

謂
ゴ
・
縞

驚

誓

於
て
左
の
如
く
云

っ

て

み

ろ

.

、

、

『
併
し
乍
ら
も
し
私
が
ラ
ツ
+
ル

の
刻

印
め
ろ
こ
の
法
則
な
彼
れ
の
云
ふ
が
如
き
意
味

に
て
採
用
す
う
な
ら
ば
、其
論
糠
海
も
認
め
れ

ば
な
ら

ぞ

、

ご
に
な
る
Q
そ
れ
目

釘
で
あ

み
か
ど

そ
れ
ば
、
ラ

ソ
サ
ル
の
死
瑛
間
も
な
く
ヲ

ソ
グ
が
示
し
た
や
う
に
、

マ
ル
サ

ス
の
人
口
原
則

〔ラ

γ
ゲ
自
身

ド

よ
り
て
も
唱

へ
ら
れ

九
　
に
外
な
ら
ぬ
。
し
か
し
若

し
こ
の
原
則
が
正
し

い
な
ら
ば

、
如
何
に
賃
労
働

准
贋
止
し
て
も
、
北
勢
貰
法
則
心
屡
止
す
ろ

こ
ε
に
出
來

禰
。
蓋

し
こ
の
法

則
に
賃
餅
働
制
の
み
な
ら
す
、
凡
ゆ
み
賦
會
制
度
為
支
配
ず
う
も
の
で
あ

る
か
ら
。
實

に
此

理
由
に
よ
り
五
十
年
來

或
11
更
に
久
し
く
、
経
済
學
者
に
、
耐
食
主
義
の
自
然
に
基
づ
く
困
窮

な
贋

止
す

ろ
こ
ご
能
に
ず
し
'、
、
た
父
之

な
暮
通
化

し
、
同
時

に
之
な
瀧
會

の

の
至

剛
に
分
配
し
得

る
.艦
過
ぎ
ざ
る
こ
ε
な
論
話
し
來
た
の
だ
。
』

・

結

論

(附
、

マ
川
ク

ス
初
期

の
勢
賃
論

)

以

上
述

べ
た

る
所

に
よ
り
、
私

匿
、

チ

ユ
ル
ゴ

ー
以

下
の
労
賃

の
最
低
必
要
生

活
費

説

、
及

び
リ

カ
ア
ド
の
勢

賃

論
若

く
は

ラ

ッ
サ

〃
の
所

謂

鱗
賃

鐵

朗
読
の
如

何

な

る
も
の
な

る
か
を
述

べ
、
そ

の
何
故

に
後
者

が
前

者

よ
り

の
獲
展
進

歩

せ
る
形

で
あ
る

か
の
理
由

を
明

に
せ
ん
ご
試

み
た
。
既

に
前

に
も
述

べ
π
る
如

く
、

リ

カ
ア
ド
の
勢

賃

論

は
、

勢
賃

の
最

低
必
要

生
活
費
誘

よ
り
、
左

の
諸

黙

に
於

て
異

な

る
。

唱

,

ラー
リ

カ
ア
ド
は

、

チ

ユ
ル
ゴ
ー
以
下

の
勢
賃

は
生
理

的
絶
対

的
必

要
生
活
費

に
蹄
着

せ
ん
オ
す
る

ピ
云

へ
る
に

(

就

苑

客
観
的
労
賃
論
の
史
的
登
展

、

第
十
八
巻

(第
四
號

=
一=
)

八
三
七

1)Wolf,∫.,SozialismusundkapitalistischeWirtscbaft50rdnung,】892.
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説

苑

客
観
的
勢
賃
論
の
史
的
嚢
腫

第
十
八
巻

(錆
四
號

=
ユ
.…)

八
三
八

反

し
、
鱒
賃

の
決
定

に
慣

習
的

に
動

的
な

る
生
活
品

(
食
物

、
必
要
品
及

び
便

利
品

)
の
與

か
る

こ
.ご
を
認

め
、
勢

の
賃

の
自
然
斜
里

的
取
扱

よ
り

一
歩

を
離

る

、
に
至

っ
た

こ
ε
。

.

ラニ
勢
働

の
儂
格
即
ち
勢
賃
を

自
然

償
格

ピ
市
場

償
格

蓬
に
分

つ
こ

ご
に
よ
り
、
勢
賃

の
法
則
を
基

本
的
(
静
的

)

く

現

實
的
(
動
的

)
の
二

つ
の
法
則

に
分
ち
考

へ
、
實

現
勢

賃

の
現
象

は
、
労
賃

の
動

的
法
則

に
よ
り
動
揺
常

な
ら
ざ

る
も
の
で
あ

る
が

、
究

極
す

る
所

そ
れ
は
勢
賃

の
静
的

若

く
は
基
本

的

法
則

(即

ち
勢
働

(力

)
の
償
値

法
則

)
に

よ

っ
て
の
み
説

明

せ
ら

る

べ
き
こ
ざ
を
主

張

し
た

こ

ε
。

ゆ

う三

り
ヵ
ア
ド
は

、
何

故

に
勢

賃
は
結
局
生

活
費

に
蹄

着

す
る

か
の
機
構

を
詳
細

に
瞭

ら

か
に
し
た

こ

ε
、
帥

ち

く
彼

は
、
勢

働
の
自
然
.儂
幣

ご
盲
場

慣
幣

ε
の

一
致

及

び
背
離

の
原
理
を

マ
ル
サ
ス
人

口
原
則

に
求

め
て

み
る
。

要
す

る
所
、

り

ヵ
ア
ド

の
勢
賃

論

は
、
勢

働
〔
力

)を

善

く
商

品

の

一
種

ご
看
做

す

こ
ご

に
よ
り
、
客
観

的
労
賃

の
理
論

に

　
段

の
進
化少
を
な

し
た

こ
ご
は
疑

ふ

べ
く
も

な

い
の
で
み
る
。

」

撚
れ
こ
も

リ

カ
ア
ド
の
勢
賃

論

は
、
果

し

て
孔版
曾
蛮

蓮

の

一
定

の
歴
史
的
段
階

た

る
資
本

主
義
組
織

に
特

有
な

る
勢
賃

現
象
を
充

分
に
克

く
説
明

し
得

た
り

ご
云

ふ
こ

ご
が
出
水

る
で
あ
ら
う

か
?

彼
は
現

今
の
肚

會
制
度
、

組
織

の
恒

久
的
存

続
を
信

じ
、
從

っ
て
呉
下

に
生

起
す

る
所

の
経
済

現
象

の
歴

史
的

現
象
な

る
こ
ε
に
考

へ
及
ば

な

か

っ
た
結
果

、

そ
れ
等

の
現

象

に
要
當

な
り
ご
せ
ら

る

、
所

の
諸

々
の
経

済

法
則
は
噛
猶

ほ
多

分
に
因
果

的
自

然

法
則
の
域
を

越
せ
ざ

る
も
の
で
あ

っ
淀

が
、
勢
賃

の
法
則

に
於

て
も
同
様

に
そ
れ
を
輕
濟

法
則

り

一
ε
し

て
取
.

扱

ふ
こ
ビ
に
就

て

は
、
な

ほ
そ

こ
に
幾

多
不
満
足

の
黙

の
存
在
す

る

の
を
見

る
の
で
あ

る
。

而

し
て
リ

カ
ア
ド
の
労
賃
論
は

、
其

後

マ
ル
ク

ス
に

至

っ
て
、
方

法
論
的

に
も
内
容

的
に
も
更
に

一
段

の
純
化

`



獲

展
を
遂
げ

、

マ
ル
ク
ス
特
有

の
勢
賃

論
を
形
造

く

る
こ

蓬

、
な

り
、
彼

れ
の
脛

濟
理
論

の
基
礎

的
出

獲
黙

を
成

す

に
至

っ
た

の
で
あ

る
。

し
か

る
に
彼

れ
に
あ
り

て

は
、
彼
れ

の
他

の
経

濟
理
論

に
於

け
る

ご
同
じ
く
、
彼

れ
の
初

年

の
作
物

に
現
は

れ
た

る
弊
賃
論

ε
其

晩
年

の
作
物

に
現

は
れ
だ

る
そ

れ
ご
の
間

に
は
、
若
干

の
相
違

、
…進
歩

が

め
る
。
そ
う

し
て
彼

れ
の
初
年

の
勢
賃

論
は
前
述

せ

る
諸

々
の
勢
賃

論

よ
り
禾

だ
脱

し
て

み
な

か
っ
た
。
今
や

チ

.

ル
ゴ
ー
、
及

び
リ

カ
ア
ド
の
勢
賃

論
を
述

べ
終

り
、

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃

諭
を
検
討

す
る

こ
ε

、
な

っ
た

の
で
め

る

が
、

そ
れ

に
就

て
彼

れ
の
初
年

に
於
け

る
勢
賃
論

を
顧
み

て
榿

く

こ
ご
も
強
ち
徒
勢

の
業

で
は
な

い
ざ
思

ひ
、
藪

に
其

一
端
を
紹
介

す

る

こ
芝
に

し
た
o

彼

は
、

一
入
四
六

、
七
年

の
冬

ブ

ル
ー
ド

ン
の
『
貧

困

の
哲
學
」
」
勤
す

る
論
駁

の
た
め
書

か
れ
π

る
彼

れ

の
著

『
哲

學
の
貧
困
』
に
於

て
、
左

の
如

き
勢
}買
論
を
試

み

て
み

る
。

『
商

品
の
相

鋤

的
償
億

が
其

生

産

に
要
す

る
勢
働

に
依

っ
て
決
定

せ
ら

る

、
も

の
な

ら
ば
、
共

必
然

の
結
論

こ

し
て
、
勢
働

の
相

対
的
債
値
即

ち
勢
賃

も
亦

同
様

に
其
生
産

に
必
要

な

る
勢
働
量

に
依

っ
て
決
定

せ
ら

る

、
こ
ご

に
な

る
。
勢
賃

即
ち
労
働

の
相

野

的
償
値
若

く
は

債
絡
は
、

そ
れ
故

に
、
勢
働
者

が
そ

の
生
活
維
持

に
必

要
な

る

ヤ

も

カ

も

り

ヤ

り

し

へ

一
切
の
も
の
を
造

る
爲
め
に
必
要
な
る
堺
働
時
間

に
依

っ
て
決
定
せ
ら
る

、
。
「
帽
子
の
生
産
費

が
減
少
す
れ
ば
、

似
合
需
要
は
二
倍
三
倍
若
く
は
四
倍

に
な
.つ
て
も
、
真
贋
格
は
結
局
そ

の
新
ら
し
い
自
然
償
箒
蓬
下
露
す
る
で
あ

ち

マ

あ

っ

マ

あ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヤ

ら
う
。

同
様

に
人
聞

の
生
活
費

が
、
生
活

に
必
要

な

る
食

物
衣
服

の
自

然
償
格

の
低
減

の
た
め

に
、
減
少
す

れ
は
、

假
令
勢
働
者

に
封

ず

る
需
要

が
著

し
く
増
進

し
て
も
、
猶

ほ
且

つ
勢
賃

の
下
落
す

る
を
見

る
で

あ
ら
う

。」

(
リ
カ

ア
ド
)
確

か
に
こ

の
り
ヵ
ア
ド
の
詞

は
酷
薄

を
極

め
て

み

る
。
帽

子

は
製
造

費

ご
人
間

の
生
活

費

ご
を

同
列

に
置

跣

苑

客
観
的
労
賃
論
の
史
的
螢
展

第
十
八
巻

(第
四
號

=
二
三
)

八
三
九
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「

.

設

苑

籔

的
餐

論
の
器

機

第
+
入
巻

(誇

號

】
三
巴

八
四
。

一
は
・人
間
を
化
し
て
帽
子

差

す
も
の
で
あ
る
.
し
か
し
乍
ら
酷
薄
な
詮

・
隠

蕩

そ
の
も
の
に
存
す
る
の

で
・
決
し
て
霧

蓑

は
す
詞

罪

す
・
も
の
で
は
な

い
。
佛
蘭
西
の
馨

ド
.
ツ
、
ご

フ
ソ
キ
イ
、

。
。
。
イ

其
他
の
諸
君
は
・
兄

道
的
な
・
L
詞
を
使
ふ
・
云
ふ
禮
儀
を
守

・
こ
ε

依

つ
・
、
英
羅

濟
讐

。
謝
す

る
優
、

越
を
立
読
芸

無
饗

無

足
箴

じ
て
・
・
。
彼
等
が

-
カ
ア
ド
及
董

徒
の
雑

な
る
用
夢

蒸

す
る
の

は
・
脛
蘭

係
が
赤
裸
・
に
蓋

箱

集

露
し
、
プ
ル
…

ジ
あ

秘
策

洩
ら
.ψ
れ
・
の
を
見
る
の
藁

だ

か
ら
で
あ
る
・
要
す

る
所
勢
鯉

・
勢
禦

商
品
で
あ
る
場
倉

は
.
勢
働

な
・
商
品
の
製
作
に
必
要
な
る
鶴

時
間

に
依

っ
て
測
ら
砦

。
然
ら
ば
蕩

な
・
商
品
蓬

・
の
に
何
が
必
要
で
あ
る
望

そ
は
勢
働
の
間
断
な

き
維
持
・
即
毒

働
者
を
し
て
そ
の
生
命
を
支
持

し
、
且

つ
彼

の
種
族
を
繁
殖
せ
し
む
る
.差

が
出
京

、
爲
歓

一

べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
勢
働
.時
間
で
あ
る
。
勢
働
の
自
然
僧
絡
は
讐

の
最
低
額

に
外
な

畠

㎝
」

更

に

一
八

四
八
年

マ
ル
ク
ス
、

エ
ソ
グ

ル
ス
に
依

っ
て
必
衰
せ

ら
れ
だ

る
、
か
の
有
名

な

る
「
共

産
黛
官
コ　[」
に

は
、
左

の
如

き
吉
葉

が
獲

見

せ
ら

る

、
。

『
勢
働

者
が
.必
要

ε
す

る

費

用
は
、
殆

ん
ご
彼

自

身
を
維
持

し
、
及

び
其
種
族

を
蕃
殖

さ
せ
る

に
必
要
な

る
丈

.

け
の
生
活
賃
料
に
限
ら
る
・
然
る
嵩

品
の
償
格
は
、
從

っ
て
勢
働
の
領
格
も
、
そ
の
生
奪

辱

赤

も
の
で

　
　

あ

る
。

そ

こ
で
勢
働
・の
没
趣
味

が
増
加
す

れ
ば
す

る

程
、
そ
れ

ご
同

じ
程

度

に
於

て
勢
賃

は
減

少
す

る
。」

「勢
棚
の
叢

羅

は
欝

鍵

低
債
革

め
っ
て
、
錨

者
が
生
存
を
維
持
す
・
に
必
覆

・
生
蓼

科
の

総
額
で
あ
る
・
故
に
勢
響

言

分
の
覇

に
依
っ
て
獲
得
す
る
所
の
も
の
は
、
只
僅
か
に
彼
の
赤
貧
な
る
藷

。,x,M、 ・6・ed・1・phi1・ ・phi・,36di・i・ ・,PP・35ア ・D,,1:/・ ・d・1・ ・'Phil…phi・ ・

翻 ・1921,S.23u.Engels,一 卷ask。mm_・,,・ 。.h。Man・ ・,,・,F・eih…Aus一.・.・ ・.
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の

を
持
緬
す

る

に
足

る
丈

け
で
あ
る
。
」

右

の
引
用

に
よ

っ
て
明
ら

か
な
る
が
如

く
、

マ
ル
ク

ス
初
期

の
作
物

に
表
は
れ

た
る
勢
賃

論
は
、
其
内
客

に
於

て
り

ヵ
ア
ド
の
勢
賃

論

に
影
響

せ
ら

る

、
所

あ
る

に
拘

楓
ら

す
、
其

昂
着

す

る
所

は

チ

ユ
ル
ゴ
ー
以

下
の
最

低
必

ラ

要
生
活

費

融
に
近
き
も

の
で
あ

っ
だ
が
、
彼
は
其

後
に

至

っ
て
漸

次
英

君

へ
糎
攣

へ
る
に
至

っ
た
。駐

而
し

て
こ

の
こ
ご
は

エ
ン
ゲ

ル
ス
に
於
て
も

ほ

ゴ
同
様

で
あ

っ
た

。
此
熟

に
關

し
て
彼

は
、

マ
ル
ク

ス
の
『
衝
撃

の
貧
困
」
に

於
け

る
、

さ
き
に
引
用

せ
る
章
句

の
脚

註

に
於

て
、
其

事
情

を
開
陳

し
て

み

る
。

そ
れ

に
曰
く
。

雰

働
力

の
謬

横
笛

ち
正
常
償
格
は
、
讐

の
最
低
限
即
ち
講

者
の
生
存
及
蕃
警

難

的
に
必
要
な

る
生
活

質
料

の
等
儂

ε

一
致
す

る
ε
な
す

こ
の
章
句

は

、
私

に
よ
り
初

め
て
、
「
國
践

経
済
學
批

評
要
領
」
(稠
儲
年

報
、
巴
里
天

四
四
年
)
、
及

び

「
英
国

に
於
け

る
勢
働
者

階
級

の
状
態

」

に
於

て
、
主
張

せ
ら
れ

た
も

の
で
あ

る
。

讃
者

の
藪

に
見
ら

る

、
通
b

マ
ル
ク

ス
も
其
常
時

は
、

此
章
句

を
支

持

し
て
み
た
。

量
う

し
て

　フ
ソ
ヅ
ル
は
五
口等

二
人

か
ら
此
丈
旬

を
探

っ
た
の
で
あ

る
。

し

か
し
假
令

實
際

に
於

て
は
、
勢
賃

は
共

最

低
限

に
近

づ

か
ん
ε
す

る

不
断

の
傾
向
を
有

す

ご
は

云

へ
、
上

記
の
文
句

は
間
違

っ
て

み
る
。
勢
働
ガ

は
大
艦

に
、
李
均

的
に
は
、
其

償
値

よ
り
以
下

に
支
彿

は
れ

る
事
實

が
あ

っ
て
も
、
そ

れ
は
其

儂
億

を
愛
す

る
こ

ε
が
出
來

な

い
、

「、
ル
ク

ス
は
、
「
資

本
論

」

に
於
て
上

記
の
章
句
を
正

し
く
取
扱

っ
て
み

る
の
み
な
ら
ヤ

(勢
働

力

の
費
買

な
る
節

に
於

て
)
、資
本

尿

的
生
産

に
よ
り
、
勢
働
力

の
償
絡

が
共

債
傭
以

下

に
漸

次
下
降
す

る

の
事
情

を
開
陳

し
て

み
る
の
で
め
る

〔第

二

十

三
章
、
資
本

制
蓄
積

の

一
般
的
法

則
)
。」

謝
『
勢
働
ミ
資
本
』
1

そ
牲
は

マ
ル
〃
λ
が

一
入
四
七
年
プ

"
ユ
ツ
叱
ル
な
ろ
濁
迎
人
勢
働
者
協
會
に
於
て
試

み
し
講
演
矩
爪
、、
し
、
其

後

}
八

説

苑

客
観
的
勢
長
論
り
異
的
獲
綴

錦
十
八
巻

へ第
劃
號

=
二
五
)

入
娼

一

1)Marx,11,Engels,a.a.O.,Freiheitaus暫.S.32・Aし1toririel'teAusg・S・19・

2)Engels,Marix'sdasElendderPhilosophie,gaufl.1921,S.24Note.
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説

苑

客
観
的
勢
ぼ
諭
の
輿
鰐
職
歴

第
十
八
巻

榊第
四
號

皿
三
六
)

入
四
二

四
九
年
四
月
凶
日
以
降
の
「新
ブ
イ

ン
新
聞
』
の
論
説
欄
に
連
載

ゼ
ら
れ
た
う
も
の
で
あ
る

に
於
て
に
、
勢

働
(力
)
の
傾
格
に
就
き
、
以
前

の
著

書

に
於
け

る
よ
叫
11

い
く
ら
か
異
な
っ
て
み
ろ
個
所
が
見
跳
さ
れ

る
。
此
貼

に
關

す
ろ
彼

の
所
説
な
左
に
少
し
く
引
用
す
ろ
。

し

い

ら

も

マ

へ
　

ヨ

『
さ
て

一
般
に
商
品

の
便
絡
な
決
定
す
る
所
の
、
同
じ

一
般
的
法

則
に
、
駆
の
つ
か
ら
文
勢
賃
々
、
(即
ち
)
労
働

の
便
絡

ん
決
定
マ
ろ
。

『
券
働

の
賞
錐
は
、
需
要
及
び
供
給
の
關
係
如
何

に
エ
リ
、
(詳
し
く
言

へ
ば
)
勢
働

(カ
)
の
買
手

〔即

ち
)
資
本
家

ε
、
勢
働
(力
)
の
壷
手
(即
ち
)

弊
働
者
ピ
の
間
匡
於
げ
ろ
競
争

の
状
態

如
何

に
鼠
り
・
今
騰
貴
し
た
か
ξ
思

へ
ば
、
直
ぐ
下
落

コ
る
。
勢
賃
の
騨
動

匡

一
般
の
商
品
慣
絡
の
璽
動

、

b

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

b

し

、

、

」

、

,

、

、

、

、

、

、

b

、

.

ち

、

、

、

、

、

、

、

曳

、

、

、

,

、

、

、

、

8
い
ふ
此
商
品
な
生
産
す
う
に
必
要

(即

ち
)
舞
働

(力
)

に
適
慰
す
ろ
。
げ
れ
こ
も
期
か
ろ
躍
動

の
丙
に
於
て
舞
働

の
偵
絡
に
生

塵
費
に
よ
つ
て
、

セ

ら

あ

も

へ

も

も

ロ

ち

た

し

も

も

あ

ね

セ

も

も

も

も

も

モ

も

ミ
ゼ
ら

ゐ
㌧
勢
.働

暗

闘

に

,ら

て
、
決

定

煙
ら

る

、
で

あ
ら

う
。

し

し

カ

ち

も

セ

レ

も

し

も

カ

い

も

あ

し

し

も

し

セ

た

カ

あ

あ

『
然

ら
ば

勢
働

(力
)
そ

の
』

の

、
生

産
費

ご
に

何
で

あ
ら

・り
か
?

カ

も

ヘ

カ

ち

ら

ヘ

コ

あ

ヵ

し

も

も

ヒ

も

も

へ

ち

も

し

も

し

も

セ

も

ヘ

ロ

へ

じ

セ

も

た

し

も

も

ヤ

コ

へ

も

も

も

コ

へ

も

へ

も

『
そ
れ
に
劣
働
者

が
勢
働
者

ξ
し
て
生
計
な
畳
む
た
め
、
且

つ
彼

な
労
働
者
に
教
育
て
る
潟
め

、
必
要

こ
ゼ
ら
ろ
、
農

用
で
あ

る
。

『
だ
か
ら

一
の
勢
働
が
必
要

ざ
で
る
教
育
の
時
間

の
短
き
に
従
う
て
、

勢
働
者

の
生
産
費
ば
僅
か
で
あ
り
、

そ
れ
に
慮
じ
て
彼
れ

の
弊
働
の
償

格
、
彼
れ
の
勢
賃
は
低

い
.
殆
ん
ご
全
く
見
響
期
間
為
必
要

ご
ぜ
す

-
且

つ
労
働
者
の
単
な

ろ
肉
燈

的
存
在
が
あ
れ
ば
足

ろ
こ
い
ふ
や
う
な
産
業
の

部
門
ド
な

る
ご
、
彼

れ
の
厘
産

F
必
要

こ
ぜ
ら
ろ
辰
生
産
費
に
、
殆

ご
輩
に
、
彼

存
ば
弊
画
し
得

る
生
活
状
態
-

維
持
マ
ろ
穴
め
に
必
要

ε
ぜ
ら

る

あ

あ

へ

し

も

も

し

じ

セ

へ

も

も

セ

も

あ

も

お

エ

＼
商

品

に
の

か
限
ら

れ

ゐ
。

だ

か

ら
彼

れ

の
勢

働

の
償

絡

に

生
活

必
要
品

の
債

峰

ト
よ

っ
て
決
定

ぜ
ら

る

＼
で

あ
ら

う

。

…

…

・:

…

も

し

あ

ヘ

ミ

し

セ

も

ヘ

へ

ち

に

も

あ

ヨ

『
か
く
て
輩

[
な

る
労
働

(力
)
の
生
産
費
に
、
総
計
す
ろ
ミ

勢

働
者
の
生
存
塑
及
び
生
動
費

ぐ」
な
み
。
此
生
存
費
及
生
砿
費

の
偵
絡

が
労
賃
た

D

形
成
す
ゐ
。
か
く
て
決
定
さ
れ
た
ろ
労
賃
は
、
之
為
最
低
労
賃
ド・名
づ
け
る
。』

か
く
の
如

く

マ
ル
ク

ス
は
其
初
期

の
作
物

に
於

て
は

、
未

だ
彼

特
有

の
勢
賃
論

を
見

る
に
至
ら
す

、
そ
れ
等

に

現

は

れ
た
る
勢
賃

論

は
寧

ろ
な
ほ

チ

ユ
ル
ゴ

ー
、

り

ヵ
ア
ド
の
そ
れ
に
近
き
も

の
で
あ

っ
た
が

、
其
後
期

の
作

物

に
於

て
、
彼
は
幾

多

の
黙

に
於

て
り

ヵ
ア
ド

の
勢
賃

論

よ
b

{
歩

を
進

む

る
に
至

っ
た
。
彼

れ
の
晩
年

の
完
熟

せ

る
勢
賃
論
は

、
之

を
別
楕

に
於

て
詳

し
く
研
究
す

る

こ
ご

＼
し
、
弦

に
は
輩

に
リ

カ
ア
ド
の
勢
賃

論
ご

マ
ル
ク
ス

1)Marx,LohnarbeitandKapital,vonS:autsky,S・23-4・

(河 上 博 士 課 、 『賃 労 働 こ資 本4『 勢 賃 、 償 格 及利 潤 』五二 ー五 頁 、.同課 に撮 る)



の
そ
れ
こ
の
問

に
横
は
れ

る
重
要
な

る
相
違

黙
を
簡

軍

に
列
學

し
て
、
此
稿

を
終

り
た

い
ε
思

ふ
。

↓

マ
ル
ク

ス
は
勢
働

ご
墨
働

力

ε
の
硯
念
を

分
別

し
、
勢
賃

砿
弊
脚
力

の
償
幣

で

あ

っ
て
、
勢
働

の
償
格

で
は

く
な

い
、
螢
働

の
慣
直

向
償

絡

な

る
も
の
は
決

し
て
存

在

し
な

い
ε
云
ふ
。

ラニ

一
般
商
品
の
償
雁
論

に
於
て
両
者
の
澗

に
存
在
す
る
所
の
最
も
重
要
な
る
差
異
ー

マ
川
ク
ス
が
謂
ふ
所
の

く
償
値

ご
は
、
質
的
に
は
厭
く
抽
象
的
入
間
勢
働
の
、
叉
量
的
に
は
就
省
約
に
必
要
な

る
勢
働

の
分
量
を
意
味
す
る

も

の
で
あ

っ
て
、

リ
カ
ア
ド
が
謂

ふ
所

の
そ

れ
ε
は

其
内

容

に
於

て
大

い
に
異
な

る
一

は
、
同
様

に
勢
働

(力

)

の
慣
櫨

〔
り

ヵ
ア
ド
に
於

て
勢
働

の
自
然

償
格

)
の
決

定

の
場
合

に
於
て
も
認

め
ら

れ

る
。

三
随

っ
て
勢
働
力

の
償
値

ご
傾
格

こ

の
關

係
(
リ

ヵ
ア
ド
に
於
て
は
勢
働

の
自
然

償
格

蓬
市
場
償
格

ε
の
關
係

)

く

や

に
就

て
両

者

の
主
張

が
異

な

っ
て
來

る
。
即

ち
リ

ヵ

ア
ド
に
於

て
は
錯
働

の
自
然

債
格
は
、
其

市
場

儂
格

の
、
現

も

へ

も

實

耽
會

に
於

て
、
究

極

に

　
致
す

べ
き
黙

で
あ

る
が

、

マ
ル
ク

ス
に

於

て

は

必

ら
す

し
も
然
ら
す
。
勢
働

力
僧

ち

マ

へ

る

格

〔勢
任貝
)
は
其
償
値

に
支

配

せ
ら
れ
、
儂
値

は
償
格

の
内

的
基
本

的
要
素

を
成
す

も

の
で
あ
る
が
、
現
實
泄

會

に

於

て
究

極
に
於

て
二
者
相

一
致

す

べ
き

も
の
こ
は
し

な

い

(
催
合
静
働

力
商
品

に
は
雫
均

利
潤
率

の
法

則
作

用

せ

す

ご
も

)。

ラ四
勢
働
力

の
償
値

(勢
働

の
自
然

償
格

)
決
定

に
興

る
所

の
勢
働
者

の
生

活
資

料

に
於

て
認

め
ら

る

、
耐

曾
的

く
歴
史
的

蓮
徳

的
要
素

は

、
り

ヵ
ア
ド
に
於

て
心
若
干

見
ら

る
.、
の
で
あ
る
が

、

マ
ル
ク

ス
に
至

っ
て
更

に

一
段

ご

高
調

せ
ら
れ

て
る
る
。

ラ五
嵯

賃

の
法
則
は

～
リ

ヵ
ア
ド
に
於

て
は
、
殆

ん
ご
因
果

的
自
然

法
則

ざ
し
て
取

扱
は

れ
て
る
る
が
、

マ
ル
ク

説

苑

磐
槻
灼
熱
賀
論
り
史
的
嶺
展

第
十
八
巻

(第
四
號

=
二
七
)

八
四
一二

字



説

苑

穽
親
的
擶
賃
論
の
史
的
機
殿

第
十
入
谷

(第
四
號

=
∴
入
)

入
四
四

ス
に
於

て
・は
、

そ

れ
は

…
定

の
雁
皮

的
後
連
段

階
…に
於

て
の
み
妥
賞
す

る
所

の
、
歴
.史
的

、
文
化

的
若

く
は
　肛
會

的
普
遍
化

法
則

ε
し
て
槻

ぜ
ら

れ

て
る
る
。
.

・

ラ太

り

ヵ
ア
ド
の
勢
賃

論
は

マ
ル
サ

ス
の
人
口
法
則

〔
一
の
自
然
法

則
)
の
上

に
立
脚

し
て

み
る
.
即
ち

一
般

高

く
品

の
自
然
償

格
こ
の

一
致

の
機
構

㌍

一
般
李
均

利
潤

牽

の
法
則

に
求

め
る
ご
同
じ
や
う

に
、
勢
働

の
自
然

償
絡

ご

市
場
償
絡

ざ
の

一
致

の
機
構
を

マ
ル
ナ

ス
の
八
口
原

則

に
依

っ
て
説

明
し
て

み
る
。
随

っ
て
文
勢

働

の
市
場

償
幣

の
攣

動
如
何

は
、
絶

鋤
的
自
然

的
人
口

の
増
減

如
何

に
懸

る

〔
リ

ヵ
ア
ド
の
勢
賃

法

則
の
自
然

法
則
で

あ
る
こ
ご

の

一
読

で
あ
る
)
。
然

る
に

マ
ル
ク

ス
は
勢
働
力

の
傾

値

ご
償
格

ご
の

一
致

の
機
構

を

云
は
す

、而

し

て
現
賢
夢
賃

の
動

揺
如
何
を
、

一
の
歴

史
的

な
る
資

本
主
義

的
生

産

万
法

に
特
有

に
存
在

す
る
所

の
人
口

法
則

、
即

ち
彼

の
所

謂
相
射

的
人

口
法
則
若

く
は
産

業
豫
備

軍

の
理

法
に
依

っ
て
説
明

し
て
み

る
の
で
あ

る
。

(完

)

,

、

■


